
月

日

日

落
合
中
央
公
園
野
球
場
に
て
、
コ
ロ
ナ
や
雨
天
の
た
め
中
止
と

な
っ
て
い
た
大
運
動
会
が

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
は
8
町
会
を
紅
白
４
町
会
に
分

け
て
午
前
中
の
み
の
競
技
で
、
午
前
10
時

よ
り
開
始
し
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
中

落
合
一
丁
目
み
ど
り
町
会
会
長
の
伊
藤
芳

弘
大
会
委
員
長
の
開
会
宣

言
に
続
き
、
吉
住
健
一
新

宿
区
長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂

き
、
ラ
ジ
オ
体
操
で
体
を

整
え
て
競
技
が
始
ま
り
ま

し
た
。

ま
ず
全
員
参
加
に
よ
る

紅
白
対
抗
大
玉
送
り
で
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
中
央
よ
り
紅

白
二
手
に
分
か
れ
て
の
２

回
戦
、
ど
ち
ら
も
真
剣
な

表
情
で
球
を
送
り
ま
し
た

が
、
結
果
は
引
き
分
け
と

な
り
ま
し
た
。

次
は
各
チ
ー
ム
２０
名

に
よ
る
玉
入
れ
で
、
直
径

５
ｍ
の
円
の
外
か
ら
玉
を

投
げ
入
れ
、
先
に
全
部
入
っ
た
組
が
勝
ち

と
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
初
め
は
外
側
か

ら
投
げ
て
い
た
人
も
、
だ
ん
だ
ん
力
が
入

っ
て
き
た
の
か
円
の
中
へ
、
そ
し
て
小
さ

な
子
ど
も
を
抱
き
抱
え
て
ダ
ン
ク
シ
ュ
ー

ト
を
さ
せ
る
お
父
さ
ん
の
姿
が
ほ
ほ
え
ま

し
く
、
流
石
に
「
地
域
の
運
動
会
は
こ
れ

だ
！
」と
一
人
納
得
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

次
に
お
楽
し
み
の
パ
ン
食
い
競
争
で
は
、

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
目
的

の
パ
ン
を
決
め
ダ
ッ
シ
ュ

し
、
手
に
し
た
パ
ン
を
見

た
子
ど
も
の
笑
顔
が
印
象

的
で
し
た
。

力
自
慢
の
男
女
各
１０

名
に
よ
る
綱
引
き
が
始
ま

る
と
、
選
手
は
勿
論
、
周

り
も
大
盛
り
上
が
り
！
応

援
の
大
漁
旗
も
大
き
く
風

に
な
び
い
て
い
ま
し

た
。最

後
、
運
動
会
の
花
と

言
わ
れ
る
紅
白
対
抗
リ
レ

ー
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
の
１０
名
が
一
組

と
な
り
大
接
戦
で
し
た
が
、

１
位
・
２
位
が
紅
組
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
優
勝
杯
は
紅
組
の
手
の
中
に
！

「
楽
し
か
っ
た
！
」「
久
し
ぶ
り
に
体
を

動
か
せ
て
ス
ッ
キ
リ
し
た
！
」
等
々
の
声

が
聞
こ
え
て
き
た
運
動
会
で
し
た
。

綱引きの様子

第第第 回回回落合第一地域センターまつり落合第一地域センターまつり落合第一地域センターまつり落合第一地域センターまつり落合第一地域センターまつり落合第一地域センターまつり

令和 年 月８日 土 時３０分～ 時 分

ビバ！ おちあい

近づきましたら町会掲示板等でお知らせします
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泥濘地や急斜面等の地形で走行可能な「ポラリス」

「
子
供
防
火
服
」
の
着
用
体
験
や
、
能
登

半
島
地
震
で
実
際
に
救
助
に
使
わ
れ
た
全

地
形
救
出
救
助
車
「
ポ
ラ
リ
ス
」
の
乗
車
体

験
で
は
、
お
子
様
と
家
族
写
真
を
楽
し
そ
う

に
撮
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

★
新
宿
消
防
団
第

分
団

「
水
消
火
器
訓
練
」、
水
消
火
器
を
使
っ
て

初
期
消
火
の
大
切
さ
を
体
験

★
落
合
水
再
生
セ
ン
タ
ー

「
雨
ま
す
く
ん
」「
水
圧
く
ん
」
や
ク
イ
ズ

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
物
や
、
普
段
入
れ

な
い
落
合
水
再
生
セ
ン
タ
ー
内
の
見
学

東
京
消
防
署
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
キ
ュ
ー

タ
く
ん
」
と
東
京
都
下
水
道
局
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ア
ー
ス
く
ん
」
が
コ
ラ
ボ
で
会
場
内

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
来
場
者
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

◆
第

回
落
合
第
一
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

１１
月
３
日

祝

落
合
中
学
校
に
お
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

優

勝

落
合
爆
笑
族
∀

尾
嶋
健
一
朗
・
三
浦
崇
・
越
後
晋
司

上
州
み
き
・
中
嶋
貴
子
・
大
沢
か
な
め

弁
田
ア
ミ

★
ユ
ニ
カ
ー
ル

優

勝

う
さ
ぎ

村
上
雄
三
・
青
木
幸
子
・
茂
原
正
道

準
優
勝

グ
リ
ー
ン
マ
ン

伊
藤
芳
弘
・
岡
戸

勉
・
宇
田
川
悦
子

第
三
位

中
二
ス
ー
パ
ー
シ
ル
バ
ー
チ
ー
ム

倉
持
貞
雄
・
星
野

進
・
柏
木
美
智
子

★
ボ
ッ
チ
ャ

優

勝

上
落
合
レ
デ
ィ
ー
ス

三
浦
み
や
子
・
高
橋
早
苗
・
野
坂
政
夫

準
優
勝

ち
と
せ
会
Ｂ

東
山
連
子
・
斉
藤
ミ
ネ
・
大
竹
勇
吉

第
三
位

ち
と
せ
会
Ａ

小
林
ま
さ
子
・
岩
木
富
美
子
・
樋
口
ア
サ

★
輪
投
げ

歳
以
上
の
部

優

勝

尚
寿
会

久
世
米
子
・
高
井
文
子
・
古
賀
礼
子

準
優
勝

上
落
合
東
部
長
寿
会
Ｂ

三
浦
み
や
子
・
鏡
光
枝
・
瀬
沼
光
雄

第
三
位

さ
ざ
れ
Ａ

村
上
雄
三
・
泉
菊
恵
・
神
淑
子

最
多
得
点
者

点

鏡

光
枝

上
落
合
東
部
長
寿
会
Ｂ

選
手
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

◆
町
内
夜
警

落
合
第
一
地
区
町
会
連
合
会
の
８
町
会

と
各
消
防
団
で
は
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を

守
る
た
め
、
今
年
も
歳
末
夜
警
を
実
施
致
し

ま
す
。
詳
細
は
各
町
会
の
掲
示
板
等
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

中
落
合
三
丁
目
や
よ
い
町
会

１２
月

日

月

～

２７
日

金

午
後
８
時
～

下
落
合
四
丁
目
町
会

１２
月

日

月

～

日

土

午
後
７
時
～

中
落
合
二
丁
目
町
会

１２
月

日

月

～

日

金

午
後
９
時
～

中
落
合
一
丁
目
み
ど
り
町
会

１２
月

日

火

～
２８
日

土

午
後
８
時
～

但
し

日
の
み

午
後

時

分
～

上
落
合
東
部
町
会

１２
月

日

水

～
２８
日

土

午
後
８
時
～

下
落
合
東
町
会

１２
月

日

金

～

日

月

午
後
９
時
～

高
田
馬
場
住
宅
コ
ム

１２
月

日

土
午
後
７
時
～

下
落
合
町
会
知
久
会

１２
月

日

土

～

日

月

午
後
８
時
～

新
宿
消
防
団
第
１０
分
団

１２
月

日

日

～

日

月

午
後
８
時
～

新
宿
消
防
団
第
１１
分
団

１２
月

日

日

～

日

月

午
後
７
時
～

全長 12m 車両総重量 約 16t 

運
営
委
員
会
だ
よ
り

◆◆
地地
域域
セセ
ンン
タタ
ーー
企企
画画
部部

ババ
スス
見見
学学
会会

錦錦
秋秋
のの
筑筑
波波
とと
リリ
ッッ
チチ
なな
和和
食食
のの
旅旅

～～
紅紅
陸陸
国国
をを

ごご
一一
緒緒
しし
まま
せせ
んん
かか
？？
～～

令
和

年

月

日

土

参
加
者

名
が
バ
ス
に
乗
り
、
午
前

時

分
、
地
域
セ
ン
タ
ー
を
出
発
。

最
初
の
見
学
場
所
に
到
着
。
『
牛
久
シ
ャ

ト
ー
』
は
、
明
治
後
期
に
「
浅
草
・
神
谷
バ

ー

電
気
ブ
ラ
ン
が
有
名
）
」
の
創
業
者

神

谷
傳
兵
衛
氏
が
開
設
し
た
日
本
初
の
本
格

ワ
イ
ン
醸
造
場
で
、
旧
施
設
３
棟
は
国
の
重

要
文
化
財
と
の
こ
と
で
す
。

次
の
目
的
地
、
本
日
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の

昼
食
会
場
『
天
龍
本
店
』
へ
。「
て
ん
ぷ
ら
・

刺
身
」「
鰻
の
か
ば
焼
き
」
等
の
食
事
は
美
味

し
く
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
が
あ
り
、
満
足
し
た

と
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

筑
波
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
乗
り
場
「
つ
つ
じ

ヶ
丘
駅
」
か
ら
山
頂
駅
「
女
体
山
駅
」
に
向

か
い
ま
す
。
筑
波
山
は
火
山
で
は
な
く
地
殻

変
動
隆
起
で
出
来
た
の
で
『
日
本
地
質
百
景
』

に
、
ま
た
周
り
に
高
い
山
々
が
な
い
関
東
平

野
の
東
端
に
あ
り
ほ
ぼ
独
立
峰
で
あ
る
た

め
、
遠
く
か
ら
で
も
稜
線
を
眺
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
『
日
本
百
景
』
に
も
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
山
頂
で
は
富
士
山
の
景
観
が
眺

め
ら
れ
る
の
で
、『
関
東
富
士
見
百
景
』
に
も

入
っ
て
い
ま
す
。
山
頂
散
策

女
体
山
⇔
男

体
山

の
山
道
は
細
く
混
雑
し
て
、
あ
わ
た

だ
し
い
筑
波
山
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
『
道
の
駅

し
も
つ
ま
』
に
到
着
。

店
内
に
は
お
土
産
品
は
あ
り
ま
し
た
が
、
訪

れ
た
時
間
が
遅
か
っ
た
の
か
農
産
物
の
品

数
は
少
な
か
っ
た
で
す
。

帰
る
途
中
、
守
谷
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
休

憩
を
取
り
、
午
後
７
時
５
分
に
地
域
セ
ン
タ

ー
に
全
員
無
事
到
着
し
ま
し
た
。

バ
ス
車
内
で
ご
意
見
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

参
加
の
動
機
の
第
一
位
は
『
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
参
加
費
六
千
円
』。
良
か
っ
た
こ
と
感
動

し
た
こ
と
の
第
一
位
は
『
食
事
』
で
し
た
。

参
加
者
の
平
均
年
齢
は

才
で
し
た
が
、

筑
波
山
登
山
他
ツ
ア
ー
行
程
を
普
通
に
こ

な
す
体
力
・
健
康
に
は
驚
か
さ
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

企
画
部

《《

今今
後後
のの
予予
定定

》》

◆
新新
春春
セセ
ンン
タタ
ーー
寄寄
席席

出
演

春
風
亭
柳
好

師
匠

日
時

令
和

年

月

日

土

午
後

時

分

受
付
開
始

午
後

時

開
演

会
場

落
合
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー

４
階
ホ
ー
ル

募
集
人
員

名

先
着
順

演
目
は
お
楽
し
み
で
す
。

◆
新新
春春
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

月

日
時
未
定

内
容
に
つ
い
て
は
調
整
中
で
す
。
詳
し
く

は
掲
示
板
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地地
域域
のの
おお
知知
らら
せせ

地地
域域
でで
行行
わわ
れれ
たた
催催
しし
のの
一一
部部
をを
ごご
紹紹

介介
しし
まま
すす
。。

ぼ
う
さ
い
体
験

月

日

日

に
上
落
合
東
部
町
会

主
催
の
「
ぼ
う
さ
い
体
験
」
が
東
京
都
下
水

道
局
落
合
水
再
生
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
場
入
口
で
は
参
加
賞
の
お
か
ゆ
、
熱
中

症
対
策
用
の
お
茶
や
会
場
内
の
案
内
図
な

ど
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

「
多
文
化
共
生
コ
ー
ナ
ー
」
で
東
京
都
の

優
し
い
日
本
語
と
地
域
防
災
の
チ
ラ
シ
を

中
心
に
、
日
本
語
学
校
の
門
脇
先
生
を
お
迎

え
し
て
の
プ
チ
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
消
防
署
広
報
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
災
害

時
の
転
倒
防
止
に
つ
い
て
消
防
署
員
か
ら

説
明
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
に
1
台
し
か
な
い
「
VR
（
バ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）
防
災
体
験
車
」
に
小
学
生

以
上
が
体
験
乗
車
す
る
た
め
に
注
意
説
明

を
受
け
、8
名
ず
つ
乗
車
し
て
全
員
が
ヘ
ッ

ド
マ
ウ
ン
ト
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
装
着
し
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
防
災
疑

似
体
験
。
ど
こ
を
見
て
も
360
度
の
立
体
映
像

と
、
揺
れ
、
風
圧
、
熱
な
ど
の
衝
撃
体
験
は
、

実
際
に
災
害
を
体
験
し
て
い
る
か
の
よ
う

で
し
た
。 

⇔
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泥濘地や急斜面等の地形で走行可能な「ポラリス」

「
子
供
防
火
服
」
の
着
用
体
験
や
、
能
登

半
島
地
震
で
実
際
に
救
助
に
使
わ
れ
た
全

地
形
救
出
救
助
車
「
ポ
ラ
リ
ス
」
の
乗
車
体

験
で
は
、
お
子
様
と
家
族
写
真
を
楽
し
そ
う

に
撮
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

★
新
宿
消
防
団
第

分
団

「
水
消
火
器
訓
練
」、
水
消
火
器
を
使
っ
て

初
期
消
火
の
大
切
さ
を
体
験

★
落
合
水
再
生
セ
ン
タ
ー

「
雨
ま
す
く
ん
」「
水
圧
く
ん
」
や
ク
イ
ズ

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
物
や
、
普
段
入
れ

な
い
落
合
水
再
生
セ
ン
タ
ー
内
の
見
学

東
京
消
防
署
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
キ
ュ
ー

タ
く
ん
」
と
東
京
都
下
水
道
局
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ア
ー
ス
く
ん
」
が
コ
ラ
ボ
で
会
場
内

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
来
場
者
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

◆
第

回
落
合
第
一
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

１１
月
３
日

祝

落
合
中
学
校
に
お
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

優

勝

落
合
爆
笑
族
∀

尾
嶋
健
一
朗
・
三
浦
崇
・
越
後
晋
司

上
州
み
き
・
中
嶋
貴
子
・
大
沢
か
な
め

弁
田
ア
ミ

★
ユ
ニ
カ
ー
ル

優

勝

う
さ
ぎ

村
上
雄
三
・
青
木
幸
子
・
茂
原
正
道

準
優
勝

グ
リ
ー
ン
マ
ン

伊
藤
芳
弘
・
岡
戸

勉
・
宇
田
川
悦
子

第
三
位

中
二
ス
ー
パ
ー
シ
ル
バ
ー
チ
ー
ム

倉
持
貞
雄
・
星
野

進
・
柏
木
美
智
子

★
ボ
ッ
チ
ャ

優

勝

上
落
合
レ
デ
ィ
ー
ス

三
浦
み
や
子
・
高
橋
早
苗
・
野
坂
政
夫

準
優
勝

ち
と
せ
会
Ｂ

東
山
連
子
・
斉
藤
ミ
ネ
・
大
竹
勇
吉

第
三
位

ち
と
せ
会
Ａ

小
林
ま
さ
子
・
岩
木
富
美
子
・
樋
口
ア
サ

★
輪
投
げ

歳
以
上
の
部

優

勝

尚
寿
会

久
世
米
子
・
高
井
文
子
・
古
賀
礼
子

準
優
勝

上
落
合
東
部
長
寿
会
Ｂ

三
浦
み
や
子
・
鏡
光
枝
・
瀬
沼
光
雄

第
三
位

さ
ざ
れ
Ａ

村
上
雄
三
・
泉
菊
恵
・
神
淑
子

最
多
得
点
者

点

鏡

光
枝

上
落
合
東
部
長
寿
会
Ｂ

選
手
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

◆
町
内
夜
警

落
合
第
一
地
区
町
会
連
合
会
の
８
町
会

と
各
消
防
団
で
は
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を

守
る
た
め
、
今
年
も
歳
末
夜
警
を
実
施
致
し

ま
す
。
詳
細
は
各
町
会
の
掲
示
板
等
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

中
落
合
三
丁
目
や
よ
い
町
会

１２
月

日

月

～

２７
日

金

午
後
８
時
～

下
落
合
四
丁
目
町
会

１２
月

日

月

～

日

土

午
後
７
時
～

中
落
合
二
丁
目
町
会

１２
月

日

月

～

日

金

午
後
９
時
～

中
落
合
一
丁
目
み
ど
り
町
会

１２
月

日

火

～
２８
日

土

午
後
８
時
～

但
し

日
の
み

午
後

時

分
～

上
落
合
東
部
町
会

１２
月

日

水

～
２８
日

土

午
後
８
時
～

下
落
合
東
町
会

１２
月

日

金

～

日

月

午
後
９
時
～

高
田
馬
場
住
宅
コ
ム

１２
月

日

土
午
後
７
時
～

下
落
合
町
会
知
久
会

１２
月

日

土

～

日

月

午
後
８
時
～

新
宿
消
防
団
第
１０
分
団

１２
月

日

日

～

日

月

午
後
８
時
～

新
宿
消
防
団
第
１１
分
団

１２
月

日

日

～

日

月

午
後
７
時
～

全長 12m 車両総重量 約 16t 

運
営
委
員
会
だ
よ
り

◆◆
地地
域域
セセ
ンン
タタ
ーー
企企
画画
部部

ババ
スス
見見
学学
会会

錦錦
秋秋
のの
筑筑
波波
とと
リリ
ッッ
チチ
なな
和和
食食
のの
旅旅

～～
紅紅
陸陸
国国
をを

ごご
一一
緒緒
しし
まま
せせ
んん
かか
？？
～～

令
和

年

月

日

土

参
加
者

名
が
バ
ス
に
乗
り
、
午
前

時

分
、
地
域
セ
ン
タ
ー
を
出
発
。

最
初
の
見
学
場
所
に
到
着
。
『
牛
久
シ
ャ

ト
ー
』
は
、
明
治
後
期
に
「
浅
草
・
神
谷
バ

ー

電
気
ブ
ラ
ン
が
有
名
）
」
の
創
業
者

神

谷
傳
兵
衛
氏
が
開
設
し
た
日
本
初
の
本
格

ワ
イ
ン
醸
造
場
で
、
旧
施
設
３
棟
は
国
の
重

要
文
化
財
と
の
こ
と
で
す
。

次
の
目
的
地
、
本
日
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の

昼
食
会
場
『
天
龍
本
店
』
へ
。「
て
ん
ぷ
ら
・

刺
身
」「
鰻
の
か
ば
焼
き
」
等
の
食
事
は
美
味

し
く
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
が
あ
り
、
満
足
し
た

と
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

筑
波
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
乗
り
場
「
つ
つ
じ

ヶ
丘
駅
」
か
ら
山
頂
駅
「
女
体
山
駅
」
に
向

か
い
ま
す
。
筑
波
山
は
火
山
で
は
な
く
地
殻

変
動
隆
起
で
出
来
た
の
で
『
日
本
地
質
百
景
』

に
、
ま
た
周
り
に
高
い
山
々
が
な
い
関
東
平

野
の
東
端
に
あ
り
ほ
ぼ
独
立
峰
で
あ
る
た

め
、
遠
く
か
ら
で
も
稜
線
を
眺
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
『
日
本
百
景
』
に
も
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
山
頂
で
は
富
士
山
の
景
観
が
眺

め
ら
れ
る
の
で
、『
関
東
富
士
見
百
景
』
に
も

入
っ
て
い
ま
す
。
山
頂
散
策

女
体
山
⇔
男

体
山

の
山
道
は
細
く
混
雑
し
て
、
あ
わ
た

だ
し
い
筑
波
山
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
『
道
の
駅

し
も
つ
ま
』
に
到
着
。

店
内
に
は
お
土
産
品
は
あ
り
ま
し
た
が
、
訪

れ
た
時
間
が
遅
か
っ
た
の
か
農
産
物
の
品

数
は
少
な
か
っ
た
で
す
。

帰
る
途
中
、
守
谷
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
休

憩
を
取
り
、
午
後
７
時
５
分
に
地
域
セ
ン
タ

ー
に
全
員
無
事
到
着
し
ま
し
た
。

バ
ス
車
内
で
ご
意
見
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

参
加
の
動
機
の
第
一
位
は
『
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
参
加
費
六
千
円
』。
良
か
っ
た
こ
と
感
動

し
た
こ
と
の
第
一
位
は
『
食
事
』
で
し
た
。

参
加
者
の
平
均
年
齢
は

才
で
し
た
が
、

筑
波
山
登
山
他
ツ
ア
ー
行
程
を
普
通
に
こ

な
す
体
力
・
健
康
に
は
驚
か
さ
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

企
画
部

《《

今今
後後
のの
予予
定定

》》

◆
新新
春春
セセ
ンン
タタ
ーー
寄寄
席席

出
演

春
風
亭
柳
好

師
匠

日
時

令
和

年

月

日

土

午
後

時

分

受
付
開
始

午
後

時

開
演

会
場

落
合
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー

４
階
ホ
ー
ル

募
集
人
員

名

先
着
順

演
目
は
お
楽
し
み
で
す
。

◆
新新
春春
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

月

日
時
未
定

内
容
に
つ
い
て
は
調
整
中
で
す
。
詳
し
く

は
掲
示
板
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地地
域域
のの
おお
知知
らら
せせ

地地
域域
でで
行行
わわ
れれ
たた
催催
しし
のの
一一
部部
をを
ごご
紹紹

介介
しし
まま
すす
。。

ぼ
う
さ
い
体
験

月

日

日

に
上
落
合
東
部
町
会

主
催
の
「
ぼ
う
さ
い
体
験
」
が
東
京
都
下
水

道
局
落
合
水
再
生
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
場
入
口
で
は
参
加
賞
の
お
か
ゆ
、
熱
中

症
対
策
用
の
お
茶
や
会
場
内
の
案
内
図
な

ど
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

「
多
文
化
共
生
コ
ー
ナ
ー
」
で
東
京
都
の

優
し
い
日
本
語
と
地
域
防
災
の
チ
ラ
シ
を

中
心
に
、
日
本
語
学
校
の
門
脇
先
生
を
お
迎

え
し
て
の
プ
チ
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
消
防
署
広
報
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
災
害

時
の
転
倒
防
止
に
つ
い
て
消
防
署
員
か
ら

説
明
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
に
1
台
し
か
な
い
「
VR
（
バ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）
防
災
体
験
車
」
に
小
学
生

以
上
が
体
験
乗
車
す
る
た
め
に
注
意
説
明

を
受
け
、8
名
ず
つ
乗
車
し
て
全
員
が
ヘ
ッ

ド
マ
ウ
ン
ト
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
装
着
し
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
防
災
疑

似
体
験
。
ど
こ
を
見
て
も
360
度
の
立
体
映
像

と
、
揺
れ
、
風
圧
、
熱
な
ど
の
衝
撃
体
験
は
、

実
際
に
災
害
を
体
験
し
て
い
る
か
の
よ
う

で
し
た
。 
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さ
よ
う
な
ら 

2024 

年

　
　
　
　
　こ
ん
に
ち
は 

2025 

年

　
皆
様
、
年
末
年
始
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
？

　
2024
年
１
月
１
日
、
お
正
月
で
く
つ
ろ
い

で
い
る
最
中
の
地
震
で
し
た
。
ま
た
、
９

月
に
は
、
そ
の
被
災
地
で
記
録
的
大
雨
。

天
災
は
、
時
も
場
所
も
選
ば
な
い
と
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
大

谷
選
手
が
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
て
く

れ
ま
し
た
。
選
挙
も
あ
り
ま
し
た
が
、
新

紙
幣
も
う
見
慣
れ
ま
し
た
か
？

1970
年
大
阪
万
博
で
、
世
界
に
知
れ
渡
る

よ
う
に
な
っ
た
「
回
転
寿
司
」
。

　
回
転
寿
司
は
大
阪
発
祥
で
あ
る
こ
と
は

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
「
2025
大
阪

・
関
西
万
博
」
で
は
、
お
よ
そ
『
135
メ
ー

ト
ル
』
の
回
転
ベ
ル
ト
を
要
す
る
「
回
転

寿
司
」
が
登
場
。
回
る
の
は
、
寿
司
だ
け

で
な
く
世
界
各
国
の
料
理
だ
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
、
2025
年
は
昭
和
元
年(

1926
年)

か

ら
起
算
し
て
100
年
。
様
々
な
節
目
の
年
に

な
り
そ
う
で
す
。

　
皆
様
に
と
っ
て
、
幸
せ
な
一
年
に
な
り

ま
す
よ
う
に
！

2024
年（
令
和
６
年
）の
主
な
出
来
ご
と

●
石
川
・
能
登
で
震
度
７
、津
波
被
害

●
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、世
界
４
位
に
転
落

○
日
本
銀
行
、20
年
ぶ
り
に
新
紙
幣
発
行

○
パ
リ
五
輪
、日
本
は
海
外
最
多
メ
ダ
ル
45
個

○
パ
リ
パ
ラ
、日
本
は
金
メ
ダ
ル
14
個

△「
猛
暑
、夏
の
平
均
気
温
が
過
去
最
高
タ
イ

◎
大
谷
翔
平
、米
大
リ
ー
グ
初「
50‐

50
」

●
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
で
記
録
的
大
雨

▽
自
民
党
総
裁
に
石
破
氏
、首
相
に
就
任

●
闇
バ
イ
ト
強
盗
相
次
ぐ

▽
衆
院
選
で
与
党
過
半
数
割
れ

2025
年（
令
和
７
年
）の
主
な
出
来
ご
と

○
１
月
17
日
：
1995
年
の「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」

か
ら
30
年

○
４
月
13
日
〜
10
月
13
日
：
大
阪
湾
の
人
工
島

・
夢
洲（
ゆ
め
し
ま
）で
大
阪
万
博（
万
国
博

　
　
　
覧
会
）「
2025
大
阪
・
関
西
万
博
」が
184
日
間
に

　
　
　
わ
た
り
開
催
予
定

○
８
月
15
日
：
日
本
の
太
平
洋
戦
争
敗
戦
か
ら

80
年（
終
戦
記
念
日
）

○
日
本
航
空
123
便
墜
落
事
故
が
発
生
し
て
か
ら

40
年（
1985
年
８
月
12
日
）

○
３
億
円
事
件
時
効
成
立
か
ら
50
年（
1975
年
12

月
10
日
）※
1968
年（
昭
和
43
年
）12
月
10
日

　
　
　
朝
、事
件
発
生

それぞれの人物名は？

　
秋
か
ら
冬
に
掛
け
て
は
月
が
よ
り
美
し

く
輝
い
て
見
え
る
季
節
で
あ
る
。
か
つ
て
、

秋
の
風
物
詩
「
月
見
の
宴
」
は
望
月
（
満

月
・
十
五
夜)

の
こ
ろ
、
ス
ス
キ
を
飾
り

団
子
や
栗
・
芋
な
ど
供
え
て
観
賞
す
る
行

事
で
、
近
頃
見
か
け
な
く
な
っ
た
。
そ
の

名
残
り
と
し
て
月
見
酒
・
月
見
団
子
ま
た

卵
黄
を
月
に
見
立
て
た
料
理
（
月
見
蕎
麦

な
ど
）
は
健
在
で
あ
る
。

　
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
光
る
君

へ
」
は
様
々
な
月
が
描
か
れ
て
い
た
。

　
め
ぐ
り
あ
い
て
　見
し
や
そ
れ
と
も

　　わ
か
る
間
に
　雲
が
く
れ
に
し
　

　　　夜
半
の
月
か
な

（
紫
式
部
）

　
こ
の
世
を
ば
　我
が
世
と
ぞ
思
う

　　望
月
の
　欠
け
た
る
こ
と
も

　　な
し
と
思
え
ば
　（
藤
原
道
長
）

　
俳
諧
で
も
「
名
月
」
は
秋
の
季
語
に
な

っ
て
い
る
。

　
名
月
や
　池
を
め
ぐ
り
て

　　　夜
も
す
が
ら
（
芭
蕉
）
　

　
名
月
や
　故
郷
遠
き

　　影
法
師
　（
夏
目
漱
石
）

　
月
は
地
球
か
ら
一
番
近
い
天
体
で
は
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
で
き
た
か
は
、
ま
だ

不
明
で
あ
る
。
一
番
の
有
力
説
は
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
・
イ
ン
パ
ク
ト
説
（
巨
大
衝
突
）

で
あ
る
さ
れ
て
い
る
。
地
球
の
誕
生
か
ら

一
億
年
後
、
巨
大
衝
突
あ
り
、
そ
の
破
片

　　月
　見

歳
時
記

が
地
球
の
周
り
を
回
っ
て
い
る
う
ち
に
一

つ
に
な
っ
た
と
い
う
説
。
地
球
か
ら
月
ま

で
の
距
離
は
36
万
～
40
万
㎞
、
い
つ
も
一

定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ス
ー
パ
ー

・
ム
ー
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
満
月
は
、
月

と
地
球
の
距
離
が
近
い
時
に
見
ら
れ
る
も

の
。
月
は
一
年
間
、
約
3.8
㎝
地
球
か
ら
遠

ざ
か
っ
て
い
て
、
数
億
年
後
に
は
今
よ
り

小
さ
な
月
を
見
る
こ
と
に
な
る
。

　
も
し
、
月
が
無
か
っ
た
ら
潮
の
満
ち
引

き
が
な
く
な
り
、
月
明
か
り
の
な
い
夜
は

も
っ
と
暗
く
、
地
球
上
で
人
類
の
元
に
な

っ
た
生
命
体
の
発
生
は
無
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。

　
今
、
世
界
中
が
争
っ
て
月
を
目
指
し
て

い
る
。
1969
年
7
月
、
ア
ポ
ロ
11
号
が
人
類

初
の
月
面
着
陸
に
成
功
し
た
。
船
長
の
ニ

ー
ル
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
は
「
一
人
の

人
間
に
と
っ
て
は
小
さ
な
一
歩
だ
が
人
類

に
と
っ
て
は
大
き
な
一
歩
だ
」
と
語
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
一
歩
が
乱
開
発
の
道
に
な

ら
な
け
れ
ば
い
い
の
だ
が
・
・
・

　
200
年
前
、
今
の
状
態
を
見
越
し
た
よ
う

な
俳
句
が
あ
る
。

　
名
月
を
　と
っ
て
く
れ
ろ
と

　　泣
く
子
か
な
　（
一
茶
）

　
平
安
時
代
、
初
期
に
書
か
れ
た
「
竹
取

物
語
」
は
作
者
不
詳
だ
が
日
本
最
古
の
Ｓ

Ｆ
物
語
と
言
え
る
。
か
ぐ
や
姫
は
今
の
月

世
界
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。

−4−


